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「100歳 の実顔」
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新年のご挨拶
一般社回法人 愛媛県地域密着型サービス協会

副理事長 河本 圭仁

新年あけましておめでとうございます。

愛媛県地域密着型サーピス協会は、無事に平成29年 を迎えることがで

きました。これも、会員皆様を始めとする多くの方々のご理解、ご支援を

いただいた結果であり、役員―同おより深く感謝申し上げます。また、今年は役員次選の年です。

会員皆様と共に、より明るい未来へと見に前へ歩を進めるため、体制を見直していきます。子穏

に浸り続けるのではなく、子穏こそ変革のチヤンスと捉え、継続すべきこと挑戦すべきことを

しつかりと今味していくことが、今、必要であろうと思います。平成29年 も、皆様とワクワク感

を共有しながら業に向上していきたいと願つています。そして、痛を組んで何でも寄せる、そん

な愛媛県地域密着型サービス協会でありたいと思つています。どうか、この一年、業に痛を組ん

でいただきますよう生しくお願い申し上げます。           |

平成28年 度憂媛県地域密着型サービス協会

含同研修会
『チャレンジ!!H』～「事」「思い」をかなえよう～

昨年9月 29日 にテクノプラザに於いて合同研修会を開催しました。平成27年 に引き続き2回目の合同研修会で

すが、それぞれの事業所が「夢」「思い」を叶えるため様々な取り組みにチャレンジしていただきました。どの事例発表

も工夫されており、発表された皆さんのイキイキした目の輝きが印象的でした。事例発表の後は、第2部 として、特定

社会保険労務士の仙波亮―先生による、「自分を知ること、他者を知ること」というテーマでご講演いただき、先生な

らではの優しい雰囲気の中、あたたかな関係性の構築について学′S こヾとができました。

～プログラム～

『自然災書対策」～自分の事業所をどうやって守っていくか～

社会福祉法人桜井の里福祉会 常務理事・総合施設長 佐 々木勝則氏

親密 亀
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卸   「チャレンジ!!H」
①

②

③

④

⑤

屋Eヨ 緊急開催研修

小規模多機能歩風里

グループホーム奏皇

グループホーム伊予の郷

グループホーム昴星

グループホーム土香里

講演
『自分を知ること、他者を知ること」
～あたたかな関係性の構築に向けて～

仙波行政労務管理事務所代表 仙 波亮一氏

接ヨ歴努 「チャレンジ!!II」事例発表の表彰



自然災書対策
～自分の事業所をどうやつて守つていくか～

社会福祉法人桜井の里福社会

常務理事・総合施設長 佐 々 木 勝 則 氏

●
“
見えない情報

"だ
けではなく

“
見える情報

"を

法人 ・管理者の判断が、利用者 ・職員の命に直結している

という認識を持たなければいけません。その判断を下すための

情報の質について、岩手県認知症グループホーム協会の皆さん

が盛んにおっしゃっていました。今回の水害事故では、川側では

なく反対の国道側から水が来たと言われています。行政から出

る情報(避難準備情報 ・避難勧告 ・避難指示)といった
“
見え

ない情報
"、
つまり
“
聞かされる情報

"だ
けに頼るのではなく、自ら

の目で
“
見える情報

"を
確認するために外に出て「サ||の近くなら、

川を見る」といった具合に、実際の状況をしっかりと確認して判

断することが重要です。

●何より大切なことは「早く避難する判断J

「もし今夜、夜動の時に避難準備情報が発表されたらどうす

る?」とうちの職員に尋ねました。すると「ホーム長に連絡して指

示を仰ぎます」と返ってきましたのでJホ ーム長に連絡できな

かったらどうする?」と尋ね返すと答えられませんでした。大切な

ことは「早く避難する判断」ですが、「その時は自分で判断して良

い」という権限を私たちは彼らに与えていませんでした。

今回の水害で被災した事業所からも「避難するタイミングの

難しさ」を考えさせられる声がありました。新潟県中越地震、長

野県北部地震、新潟 ・福島豪雨と三度被災を体験した小松順

子氏(新潟県苗場福祉会事業部長)は利用者の命を守ることを

最優先し、夜中でも躊階せずにグループホームの利用者を避難

させました。同氏は「災害対策とは『命を守ること』ですから、災

害時に避難を待てという判断には根拠が無い。無駄であっても

すぐ避難して、翌日笑って戻ってくれば良い」と述べていま曳

8月末、岩手県で大きな水害があり(2016年 台風10号 )9人

の入居者全員が亡くなるという大変切ない出来事がありました。

愛媛県には毎年お邪魔していますが、タクシーに乗った時に

「愛媛の災書はどうですか?」と尋ねると、大体の方が「愛媛、特

に松山は大丈夫だよ」と言われま帆 皆さんはいかがですか。今

の時代に自分の事業所は無関係だと思っている人はいないで

しょうが、一方で「多分、大丈夫」と思っていたりしますれ えヽ、大

丈夫と思いたいのかもしれません。

しかし、平成10年に福島県で5人、平成21年 に山口県で7人、

平成22年 には鹿児島県の奄美大島のグループホームで2人の

入居者が豪雨災害によりお亡くなりになっています。

私たち事業所は、利用者と職員の命を守る責任がありま帆

災害は発生するものと捉え、今回の水書事故の対策や対応を

批判するのではなく、同じ地域密着型サービス事業所として「9

人の入居者全員がお亡くなりになった」という事実をしっかりと

受け止め、絶対に同じことを繰り返さないという決意と具体的

対策、職員への教育が必要で坑

●
“
避難準備情報

"と
は?

今回の事故報道では、いち早く避難するという点において畔」

断ミス」という言葉が盛んに出てきました。災害発生時、「避難

準備情報」発令されていたが、「避難指示 ・避難勧告」は出てい

ませんでした。盛んにマスコミで取り上げられ問題視されたこと

は、「避難準備情報のときには、要支援者及び事業所は避難を

始めなければいけない」ということを事業者が知らなかったとい

うことで曳

立ち退き避難が必要な住民等に求める行動

避難準備情報

■気象情報に注意を払い、立ち退き避難の必要について考える。

日立ち退き避難が必要と判断する場合は、その準備をする。

(家族等との連絡、非常用持出品の準備等)

■要配慮者は、立ち退き避難する。

避 難 勧 告 ■立ち退き避難する。

避 難 指 示
■避難勧告を行つた地域のうち、立ち退き避難をしそびれた者が立ち退き避難する。

■立ち退き避難しそびれた者が屋内安全確保をする
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●災害時に仕組みは作れない(具体的な備えを行っていますか?)

災害発生時、最終的には臨機応変の対応が求められますが、

それは仕組みがあるからできること
‐
へ無ければ烏合の衆に

なってしまいます。その代表的な例が、長崎県大村市でのグ

ループホーム火災で曳 火災発生時の夜勤者(経営者兼管理

者)が外に飛び出し、避難誘導が一切できず7人の入居者が亡

くなりました。経営者は後日マスコミの取材に「ケアすることに

一生懸命A避 難訓練まで頭が回らなかった」と答えていま曳

もっともらしく聞こえますが、避難訓練をしない言い訳でしかあ

りません。臨機応変な対応は、対策を立て訓練していなければ

絶対にできません。次にあげる2つのポイントについて今一度確

認し、検討してみてください。

1口事業所特性の理解

●事業所がある場所は、過去どんな自然災害があったか(津波、!
浸水、土砂崩れ、雪害など)気候的要因           i
●立地条件 :八ザードマップの確認、河川との距離 ・高さ、海岸 !
からの距離、隣家との距離など

●建物特性 :(耐震構造か否か、木造 ・鉄骨 ・RC造 など)]階建、|
2階建、3階建かなど                   !

0人 員特性 :(職員の勤務体制、隣接地から駆けつけられる職員・:

住民など)

●組織特性 :近隣に関連事業所があるか

0地 震保険、火災保険はいくら、どのようにかけているか

0近 隣との関係性 !隣近所と日常的にお付き合いできているか

2口災書への備え

●連絡体制 :携帯電話は使えないことが多い ,メール配信シス

テムなど

●職員の召集体制

(例)職員は震度5以 上の地震があった場合、自分と家族の安

全を確保したら職場に集合などの約束事

●地震等の避難訓練 :日中の指揮系統は?夜間の判断は?あな

たはどう行動しますか?

●家具等の固定 :共用部分、ご利用者の部屋などの家具固定は

大丈夫か

0避 難場所 ・避難方法 :それぞれ決まっていますか

0地 域との関係 :地域との協力関係は?地域に助けてもらうだけ

でなく、相互に助け合う関係作り

●備蓄物品:どのような物を備蓄していますか?何 日分?食料、水、

懐中電灯、ラジオ、軍手、長靴など

●停電時の対応 :電話は?トイレは?水道は?暖房は?

●率先避難者たれ ～職員の主体を育む教育と訓練～

東日本大震災で被災したある法人の特養とグループホーム、

小規模多機能での出来事で曳 グループホームと小規模多機能

は、地震後に津波がくることを想定し避難したため全員が助か

りました。しかし、特養は海の見えない中庭で「待て」と指示しま

した。その結果、津波で入居者54人 と職員 1人が亡くなりまし

た。なぜ同じ法人なのに一方は「避難する」4-方 は「待て」

だったのでしょうか。

「金石の奇跡」という話で片田敏孝氏(群馬大学大学院工学

研究科教授)は、「率先避難者たれ」まず自分が逃げなければい

けないとおっしゃっていま抗 金石市の児童 ・生徒の津波防災

教育を行ってきた同氏は、「大いなる自然の営みに畏敬の念を

持ち、行政に委ねることなく、自らの命を守ることに主体者た

れ」、そしてこの信念に基づいて「避難三原則 :想定にとらわれ

るな、最善を尽くせ、率先避難者たれ」と防災に対する主体的な

姿勢を醸成する教育を継続して行なってきたといわれていま抗

また、立派な堤防を作ることは、防災上意味があるが、「立派な V

堤防を作ると人は逃げなくなる。人為的に守れば守るほど、人

間の脆弱性も高まる」とも述べられていま曳

介護事業所における防災教育 ・訓練でも同じことが言える

のではないでしょうか。私たちは、一定の状況を想定してマニュ

アルを整備し、それに伴う訓練に終始していないでしょうか。命

を守る仕事だからこそ、職員一人ひとりが主体的に行動できる

教育 ・訓練を、繰り返し行う必要がありま抗

●スタッフは「支援者Jであると同時にF被災者」でもある

大規模自然災害では、「守った命」を守り続け早く正常な日

常に戻していくことも求められます。新潟県中越地震や熊本地

震でも認知症の大半の方が、一般避難所を一晩で出ていかれ

たか出されていま孔 ほとんどの事業所の方があまり多くは語り

ませんが、東日本大震災では認知症の方や知的障害の方、精

神障害の方の多くが遠くの病院や施設に移り、たくさんの方が

亡くなっています。自然災害発生時、安定した生活場所及びケ

アを提供するスタッフは、利用者さんにとってライフラインと同

じくらい大切で曳 しかし、事業所の近くに暮らすスタッフは同

時に被災者でもあり、遠くから通うスタッフは来られなくなって

しまいます。

東日本大震災で石巻のあるグループホームは、津波で全部

流されて60km離れた色麻町に避難することになりました。しか

し、職員自身も被災者で大変な状況の中、通える職員が3人 し

かいませんでした。こうした時には「どうする1?」ということも考

えていなければいけません。



0日 頃から顔が見える関係「事業所隣組J

愛媛県地域密着型サービス協会でされている「相互研修」は
,

素晴らしい取り組みだなと思いました。「日常的なお付き合い」

をキーワードに、近所の事業所との相互交流を通じて「事業所

隣組」を作っておくことは、被災当日から数日間の緊急避難にと

ても有効です。「支援に行く」と言いますが、場所しか分からない

事業所に簡単に支援に行けるでしょうか。相手の顔が見える関

係があればこそ「隣町の誰々さんの事業所だ!これは大変だ!助

けに行こう!」となるのではないでしょうか。事業とは別の取り組

みになるかもしれませんが、日頃からの研修や相互評価を通し

た交流は、双方の事業所がケアを振り返る機会にもなりますし、

虐待問題も絡め事業所の密室性を低下させることができま坑

何より仲間意識を高め「お互い様の関係」ができることA災 書

発生時の状況も随分と違ってくるのではないでしょうか。

●「姉妹事業所J県内での助け合い

東日本大震災では、沿岸部カツト常に被害を受けました力ヽ 内

陸部は大きな被書はありませんでした。新潟県中越地震でも長

岡市は大変でしが、新潟市は何ともありませんでした。つまり同

じ県であっても全域が被害にあう可能性は低いの玉 県内で

「姉妹事業所」を結ぶことは被災から1～ 2週間を乗り切るのに

有効です。

新潟県中越地震で被災したある事業所は、その3ヶ月前に新

潟県内で発生した7.13水 書で約30km離 れた地域の水に

浸かった事業所にお手伝いに行っていました。すると地震後、何

の連絡もしていないのにその水害にあった事業所が、翌日には

カセットコンロと大量の水を持って手伝いに来てくれたそう4

何よりも嬉しかったとおっしゃっていました。他県から助けに来

ることは色々な難しさがありますが、同じ県内であれば顔を合わ

せる機会も多く、行政対応も大体が1本化されますので支援も

しやすくなります。

現在、私たちは事業所のある市町村長にも立ち会って頂き、

相互連携協定を新潟県内の3法 人で結拭 緊急時 ・災害時の

施設利用や職員派遣だけではなく、交換研修を行い毎年約30

人の職員が行き来していま曳

●広域ネットワークの重要性 (DCAT)

救った命を継続していくためは、被災地の職員の頑張りだけ

では持ちこたえられません。それを援助する仕組みを私たちは

通称DCAT(災 書派遣福祉チーム)と呼んでいま曳

熊本地震では、7月末までに延1,000人近くを派遣、DCATと

いう言葉がようやく色々な人たちに言われるようになったことは

嬉しく思いま曳 DMAT(災 書派遣医療チーム)は制度化され予

算が付く仕組みがありますが、DCATは そういった仕組みが無

いためまだまだ善意に頼っているところがあります。しかし、今回

の震災で国は熊本県を通じて派遣費用の補助を行うことを決

めました。決して派遣に掛かる費用が戻ってくるから勧める訳で

はありません力ヽ DCATが 広がるきっかけになって欲しいと思い

ます。

これまで福祉施設は地域に向かって「仲間に入れてくださ

い!」とたくさん言ってきました。もちろん、そのことは間違っては

いません。けれども1歩進めましょう、地域に「何をしてもらうか」

ではなく、私たちが地域に「何ができるのか」で抗 災害対策は、

そのキーワードの一つになるのではないでしょうか。皆さん「体

育館に避難するよりも、私たちの事業所に避難してくれた方が

絶対に良い」と自信を持って思えるのではないでしょうか。「何人

まで受け入れられる」ということを考えてみませんか。これだけ

多くのグループホームや小規模多機能があるのですから、一時

的にでも「それじゃあ、1事業所で10人ずつ受け入れよう」とな

れば、どれだけ地域の助けになり行政も助かることでしょうか。

大きなことは言えませんが、地域の役

に立つ存在でありたいと思いません

か。そのためにも、先ずは事業所の今

の備えを点検 ・確認して、できること

から確実に、そして災害時に自動的に

働く仕組みを作ってください。その上

で職員と繰り返し教育や訓練を行い、

地域と共に入居者の暮らしを守るこ

とを是非考えてみてください。
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自分を知ることゃ他者を知ること
～あたたかな関係性の構築に向けて～

仙波行政労務管理事務所代表

●自分をどのくらい知っていますか?

このたびは、すばらしい事例発表を聴かせていただきました。

「チャレンジ!!」というテーマ、それだけでワクワクします。困難

なこと、未経験のことに取り組むには、とても勇気が必要で曳

私のような小心者は、なかなかその勇気が持てなくて、小さくま

とまってしまいがちですが、皆さんの事例発表を聴いて、大きな

勇気と感動をいただきました。きっと、この場にいる全員が私と

同じような気持ちになったのではないでしょうか。この感動の余

韻が冷めないうちに、私から皆さんにチャレンジの提案をした

いと思いま曳 それは、自分を知り、他者を知るということで曳

皆さんは自分のことをどれだけ知っていますか?私はこの歳

になっても、時々自分のことが分からなくなります。今日もこの場

で皆さんのチャレンジの事例発表を聴かせていただき、こんな

に感動している自分に驚いていま曳 実は、この会場に来る車の

中で緊張してしまって、事例発表をじっくりと聴けないだろうな

と思っていました。しかし、その予想に反し、私は皆さんの事例

発表を聴いて胸を熱くしていま曳 このように自分のことでさえ

分からないのに、そんな私が他者のことをどこまで理解できるで

しよう。これは私だけのことではありません。相手のことを知って

いる、分かっていると思っていてもそれは相手のほんの一部分

でしかないので曳 そんな自分と他者が毎日のように職場で顔

をつきあわせているのですからストレスを感じて当然ですよね。

互いが分かり合い、あたたかな関係性を築くというのは、ある意

味奇跡なのかもしれません。

●職場における望ましくない2つ の行動

厚生労働省は、職場の人間関係にストレスを感じている労働

者がとても多いことを報告しています。ここにいうストレスとは、

強い緊張やあせり、苦痛といった非常にネガティブなストレスを

指します。皆さんの職場はどうですか?人間関係は良好ですか?

「はい」と即答できる方はどれほどいるでしょう。私は現在広島

大学の博士課程で労働者の行動研究を行っていま曳 その研

究の中でさまざまな職種の方に職場の人間関係についてイン

タビューを実施したことがあります。すると、ほとんどの方が「人

間関係が良いとは言い切れません。悪いわけではないけど、な

んか職場がギスギスしています」「同僚とはいい関係だと思って

いますが、上司とうまくいかなくって…」「表面上は良い関係を

保てていますが、本音を言うと信頼関係はないです」と、職場の

人間関係についてネガティブな発言をされることに驚きました。

それでは、私たちは人間関係でストレスを溜めるとどうなるので

仙波 亮― 氏

しょう。職場において望ましくない

2つの行動をとると考えられていま曳

①攻撃や暴カ

私たちは心が満たされないと、自分の評価を下げる可能性の

あるものを拐卜除しようとします。ある病院で働いている、Aさんの

事例で考えてみま曳 自分には能力があって、仕事も人並みにで

きると思っていま抗 しかし、ある日上司から「君の仕事ぶりを見

ていると全くできていない。このままだともう君の席はないよ」と

言われました。その言葉を言われた時のAさんは、失恋したばか

りで心が満たされていない状況でした。するとAさんの心が「上

司の言葉を受け入れてしまうと心が壊れま曳 受け入れてはい

けません」とSOSを 出すわけです。そして、Aさんは「自分が悪い

のではなく、上司の指導が悪いから仕事をいつまでたっても覚

えられないのだ!」と上司に反発をするようになります。

この職場にとってさらに不幸なのは、Aさんが上司に反発し

た時に、上司も仕事で失敗して心が満たされていなかった。そう

なると上司もAさんの反発に対して攻撃的にやり返してしまう

ので先 こうして、些細なやり取りから労働紛争に発展していく

わけです。

②対人関係からの撒退

周囲からの否定的な評価を受け入れて傷ついた結果、これ以

上傷つかないために自分を否定する可能性があるものから遠ざ ャ

かるということです。例えば、上司に叱られて「やっぱり自分はだ

めなんだ」と思い、これ以上傷つかないように上司を避ける人が

いますね。「自分は誉められて伸びるタイプなんです」という人は、

叱られると、次から傷つくことが怖くなって、「わかりません」「教

えてください」が言えなくなってしまいます。このように、自分の

心が満たされていない場合、人は攻撃的な行動をとったり、対

人関係から撒退したりしま抗 そうなると、職場がギスギスしてし

まいます。

●自己愛 ～3つ の機能～

では、どうすれば心が満たされるのでしょうか。それには
“
自己

愛
"と
いう概念が鍵を握っていま曳

自己愛とは、自分のことを肯定的に見ようとする心の働きで、

それによって心を満たすよう動機づけられて私たちは行動して

います。例えば、テストで悪い点を採れば「自分はなんてノヾ力な

んだろう」と考えたり、仕事で失敗したら自信を喪失したりする轟
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こともあると思います。しかし、永遠に落ち込んでいる人はいま

せんね。いつの間にか自己愛が,いを満たして、元気になっていま

す。では、私たちはどのように自己愛に動機づけられた行動をと

り、心を満たしているのでしようか。自己愛には3つ の機能があ

ります。

①自己主張

自由に主張したり表現することによって、自分を肯定的に見よ

うとする機能です。夕」えば、ストレスがたまったときに、大きな声

で歌を歌ったり、飲み会やパーティなどで騒いで盛り上がったり

すると、心がスッキリしたという経験をお持ちの方いらっしゃい

ますよね。自由閣達に本音で意見をぶつけ合うと嬉しいという

人もいます。このような方は、自己愛の中でも自己主張の機能が

活発にはたらく方です。このような方は、感情が豊かく 日頃か

ら深く広い人間関係を作り、職場ではムードメーカーです。天真

爛漫で、どこにいても存在感のあるサザエさんは、おそらくこの

タイプですね。

②注目・賞賛

他者から注目されたり、褒められたりすることによって、自分

を肯定的に見ようとする機能です。この機能が活発にはたらく

人は、上司から「ありがとう」「助かるよ」と言われると心が楽に

なったり、話を否定せずにじっくりと聴いてもらうことで自分を

肯定的に見ることができま曳 このタイプの人は他者からの評

価が自己評価につながります。ですから、他者から褒めてもらう

ことは、自分のことを肯定的に見るための重要な情報となるの

でとても大切なのですね。それゆえに自分の感情を抑制して、他

者に合わせてしまいがちで抗 誰とでも協調できるという良い側

面を持ちながらも、一方で自分の意見がない、否定されるのが

怖いので本当の自分をさらけ出して他者と本音で交流ができな

いという側面も持ち合わせています。誰とでも協調して、相手に

合わせるマスオさんはこのタイプでしょうか。好奇心旺盛で、そ

そっかしいサザエさんをマスオさんは温かく見守っています。そ

んなマスオさんにサザエさんもいろんな場面で「ありがとう」「あ

なた、助かる」と誉めています。互いの自己愛を満たしあっている

からこそ、仲の良い夫婦なんですね。

③優越感・有能感

自分の能力に自信を持つことによって自分を肯定的に見よう

とする機能で曳 伊」えば、今までできなかったことができるように

なったり、他者との競争で勝つことで心が晴れる人がいま曳 難

関試験をこつこつと努力して突破する人や目標に向かって懸命

に頑張る人はこの機台とが活発にはたらいていると考えられます。

●自分を知り、他者を知る ～自分と他者の違いを知る～

私には登山が趣味という友人がいます。この友人は最近まで

近くの低い出しか登ったことがなかったのですが、次は富士山

に挑戦するそうです。最終的にエベレストに登りたいとも言って

いま抗 このように自分の能力を高め、目標に向かって進む私の

友人は③(優越感 ・有能感)のタイプだと考えられま曳 ちなみ

に、同じ登山の趣味でも①(自己主張)のタイプの人は、「山頂で

歌を歌うとエコーがかかって最高に気持ちいいんです」なんて

言われます。また、②(注目・賞賛)のタイプの人は、「自然に包

まれているようЦ 癒されます」「すれ違う人がやさしい笑顔で

挨拶してくれるのが嬉しい」と言うのです。同じ登山でも、心の満

たし方が自己愛によってそれぞれ違うのですね。

このことにまつわる失敗談をお話しま抗 私には2歳 年上の

兄がいます。兄は苦しいことがあると私に電話をしてきます。そ

れがきまって22時 を過ぎた頃なので、その時間を過ぎた兄から

の電話は警戒してしまいます。しかし、そこは弟の弱みで兄の話

を聴くわけです。最初はじっくりと話を聴いていたのですが、先

日は24時 を超えたあたりから「早く寝たいなぁ」と思い始めて、

兄に「夜の映画館で感動する映画を見て泣けばすっきりする

よ」と無責任なアドバイスをしてしまったのです。それから数日

経って、私のアドバイスを実行した兄から報告がありました。兄

いわく「映画館を出たら真っ暗Ц 孤独感が増した」とのことで

した。そこで私は、夜の映画館で感動的な映画を見て泣くとい

うのは、他者から否定されずに自分の世界の中でカタルシスを

得る②のタイプの私の自己愛の満たす行動であり、兄の自己愛

を満たす行動ではなかったということに気が付くわけで曳 無責

任なアドバイスをしたことで、兄をより窮地に追い込んでしまっ

たことに深く反省しました。

実はこの話しには後日談がありま曳 数日後、見違えるように

明るくなった兄が「いいストレス解消法を見つけた!!」と言うの

です。何だろうと思ったら、「マラソンを始めた。練習をするたび

にタイムが良くなって、その達成感がたまらなくいい」と力説す

るのです。そして、「おまえもマラソンするといい」と私に迫ってき

ました。理解の早い方はもうお気づきですね。兄は③のタイプな

んですね。自分と他者の違いを知ることは、とても大切なことだ

と痛感した出来事でした。

●おわりに

自分の心の満たし方を知りましょう。そして、心を満たしま

しょう。そうすることで初めて、他者を理解しようとする心のゆ

とりが生まれます。心の鍵は内倶」からかかっています。ギスギス

した職場では、誰も心の鍵を開けようとは思いません。けれど、

自分のことを知ろうとす

る人の声には、きっと心

の扉を開けてくれるはず

です。
“
自分を知る、そして他

者を知る
"こ
れこそが、温

かな関係性を構築する

第一歩です。さあ皆さん、

チャレンジです|!
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「チャレンジ!!H」
事例発表を終えて

おかげさまで、やってみたいけど、ずっと二の足を踏んでいた事にチャレン

ジすることができました。久しぶりに私たち職員も入居者も「ドキドキワクワ

ク。やってできないことはない!」食事券に目がくらんで、張り切って始めたも

のの、一人ではやっぱり不安で勇気のでないこともありました。時間外でそ

れこそボランティアで協力してくれた職員のみんなにも感謝感謝で曳 しか

も金賞までいただくことができました。高級ホテルでのランチ美味しかった!

それから足湯をして、のんびり道後を散策して、買い物をして、豆の店で試食

して、ミニミニ旅行を楽しみました。たくさんのおいしく楽しい時間と勇気を

本当にありがとうございました。発表会でいただいた皆さんのコメント、うれ

しくて何度も読み返しました。これからの私を支えてくれる宝物で帆 今回の

チャレンジは記念すべき第一歩 !ワクワクチャレン玖 これからが本番で曳

さあ、頼むよばあちゃん達 !!

「アクティビティーや役書」で楽しく元気に過ごそう」と題して今までの取り組みと、小さなチャレンジ「伊予十三仏参り」を紹介させて頂

きました。参加された皆様からのメッセージかいに響き感動しました。

特に「二部式ゆかた」の実演への反響が大きかったのにもびっくりし嬉しく思いました。

今回の事例発表で今のホームの現状に合った目標や方向性を考える良い機会にもなりました。今後も扇」題であった「′いが動いて体が動

くケア」を目指してチャレンジを続けていこうと思います。

本当にありがとうございました。

今回チヤレンジに参加させて頂いて、初めは普段中々出来ない事が今回の事で上手く出来るのだろうかと、不安だらけでしたが理事の

方をはじめ、家族様や職員の力を借りながら実施し事伊」発表することができ、当日参加しておられた他の事業所の方々からも良かったと

お声を頂き、改めてやって良かったと実感しました。今回チヤレンジを通して職員一人ひとりが、入居者様の為にどうしたら良いかを考え

て取り組む良いきっかけになったと思います。今後は今回学んだことを活かして、より良いホームになるように職員一同努力していきたい

と思いま曳 本当にありがとうございました。

毎日なにげなく過ごし、時間に追われ作業的な仕事をしていた私たちに、この「チャレンジ」の話

しがあり、スタッフ全員スイッチが入りました。利用者様ひとりひとりの願いを叶えるため、傾聴する

事から始まりました。一ヶ月半で7人の願いを叶え、達成することで、本U用者様との信頼 ・絆が生

まれ、仕事に対する姿勢までも変わってきました。

私たちは、利用者様から「肝心な事は目に見えないんだよ」と教わりました。利用者様、スタッフ

全員が「チャレンジ成功した1」という思いでいっぱいで曳銅メグル、新米ありがとうございました。



沢山の会員の方が、毎回仕事終わりに研修に駆けつけてくれました。

日頃からそれぞれの施設でも救急対応の研修をしていますが、何度も繰り返し行

うことでいざというときに適切な対応ができると考えていま曳 継続的に救急対応

の研修を実施していきたいと思います。

看取りの研修では、入居時からどのように人生を過ごしていくのかをご入居者や

ご家族と話し合いながら、その人らしい最期の時間を過ごして頂くための支援の大切さを学びました。

小規模多機能の事例検討は、それ以外の事業所職員の参加が少なく、今後は広く参加を促していきたいと思いま抗

「お薬の基礎知識」「感染症について」の講演では、介護職員が苦手な分野であり、熱心に学ばれていました。

今後も、よりよい介護を提供できるように研修会を開催していきま曳 共に学びましょう。

ぐ

中予ブロックでは昨年度起こった介護施設での虐待のニュース等を

受けて、「これって虐待 1?～虐待のメカニズムとその対策～」と題し

た研修を皮切りに、改めて認知症を学ぶ「疾患別認知症の理解」を

医学編とケア編に分けて開催しました。また、「感染症への備えは大

丈夫?～プ回から学ぶ感染対策、拡大させないための工夫～」では、

いざ感染症が発生したときにどう動くのか実技を交えての大変実践的な内容でした。

2月には「メンタルヘルスマネジメント～八ラスメントの観点から～」というテーマで、合

同研修や相談ホットラインでも好評いただいている仙波亮―先生をお招きし、今年度最後の研修を行いま曳

今後も、多岐にわたって旬な内容を取り上げていきたいと思っておりますので、たくさんのご参加をよるしくお願いいたします。

南予ブ回ックでは、今年度計6回のブ回ック研修を実施していま曳

毎年、皆様からのアンケートや要望等も活用させて頂き、研修計画を立てていま曳 また、

講師の先生方とも相談しながらテーマや内容も、基本的なところから旬の物、しっかり押

さえておきたい所等、研修ごとに決めています。

ブ回ック研修に参加していただいている皆さんも、職種や経験年数等さまざまですが、初

めて勉強になったこと、改めて勉強したこと、皆さんそれぞれに研修を通しているんなことを感じておられます。

何事にも、ポジティブに!前向きに!皆さんと交流しながら、楽しく勉強できるブ回ック研修にしていきたいと

思いま曳

平成18年度にスタートした相互研修は、

①研修先の事業所の取り組みを学習し
“
気づき
"を
得る。

②自分たちの事業所の取り組みをあらためて考え、見つめ直す機会にする。

③事業所間、スタツフ間の交流を深めネットワークの構築、拡大につなげる。

を目的として開催、昨年度で10回 目の節目を迎えました。

そこで11回 目となる今年度は、原点に立ち返り受講生の経験や目的に応じて、他施設を見

学し、新たな気づきの場とする「初級」、他施設実習を通して課題解決のヒントを得る「中級」、相

互評価によるケアの質向上を目指す「上級」の3コースを設定、「中級」「上級」ヨースでは各参加

者にアドバイザーが付いて研修を行いました。

そして全ヨース合計52名 の方が参加、「
“
気づき
"を
たくさん得ることが出来た」「アドノYザ ーの先生から細やかなアドノイ スをいただ

き、今後に繋がる良い勉強になりました」など好評を得ました。

来年度も皆様からいただいたご意見を参考に視野を広↓夫地域密着型サービスの底上げに繋がる魅力ある研修へとバージョンアップ

に努めて参りますので、たくさん皆さまのご参加をお待ちしておりまづ。



」ヽ規模Net学習会は、県内の小規模多機能型居宅介護事業所が集い「こ

れで良いのだろうか」「他の事業所はどうしてるの?」といった、自由度の高い

支援ができる小規模多機能型居宅介護だからこそ感じる迷いや課題を持ち

寄り、グループワークによる意見交換や県外講師を迎えての研修などを重ね

る
“
学び合いの場

"と
して、回を重ねるごとに進化(深化)しています。また、今

年度は、初めて参加される方も増え、少しずつ輪が広がってきました。それぞ

れの事業所が互いに学びあう場だからこそ、「こんなこと聞いて良いのか

な!?」と思う内容や行政に直接質問しにくい内容でもざっくばらんに話し合

うことができま曳 より良いケアを提供できる小規模多機能型居宅介護を目

指し、今後も主体的にご活用ください。

Gネット学習会
グループホームネットワーク(Gネット)学習会がスタートしました

今年度よリグループホームの更なる質向上を図るために東・中・

南予の各ブ回ックで学習会を開催していま先 今後グループホーム

が地域の認知症ケアの拠点としてどのような機能を持ち、その役

害」を果たしていくのか、ともに学び合い考える場を皆さんとともに

作っていきたいと考えています。今年は、来年4月から愛媛県にお

けるグループホームのサービス評価がリニューアルすることを踏ま

え、外部評価機関の方たちを交えて自己評価や外部評価の視点・

記載の具体例等をあげながらグループワークを行いました。

来年度も、皆さまからのご要望やご意見を反映した学習会を行っ

てまいりますので、な、るってご参加ください。

一ぞ幾県主義害考型サ‐ビスと会
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介護実践者研修

〈第 1期 日程)

開 催 日●平成28年 10月7日(金)～10日 (月)

平成28年 11月 24日 (木)

会  場 ●愛媛県生涯学習センター(松山市上野町)

受講定員●60名

今年度の認畑症介護実践者研修は2回     開 催 日●平成29年 1月4日(水)～ 7日(土)
※本研修は、平成28年度から愛媛県の指定をうけ実施        平 成29年 2月10日(金)

会  場 0愛 媛県生涯学習センター(松山市上野町)

受講定員●60名

介護基礎研修
く第 1期 日程)

開 催 日●平成29年 1月24日 (火)

会  場 ●愛媛県生涯学習センター(松山市上野町)今年度の認知症介護基礎研修は1回限り

※本研修は、愛媛県の指定をうけ実施
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ほっと エピツード
日常での利用者とのさりげない感動エピツードを

現場の新人スタッフから聞きました

グループホームに勤務して2年目になります。私も時々台所に立ち、皆さんの食事を作つ

ていますが、今まで家事をしなかつた分、とても苦戦しています。ある1年目の昼過ぎでした。

エプロンをつけ、夕食作りに台所でバタバタ苦戦していると、いつもニコニコSさんがこちら

を気にしながら台所の周りをウロウロとしていました。ふと目が合うと「手伝おうか?」と声を

掛けてくれ、ジャガイモや玉ねぎの皮むき等とても手際よく下ごしらえしてくれて、とても助

かりました。

普段は一緒に折り紙をしても貼り絵をしても苦戦しているSさんですが、昔保育園の調理

場で働いていたSさんにとっては、目をつむつていても簡単に出来る作業だつたのでしょう。

それに頼りない男性が台所に立っているのが、居ても立ってもいられなくなったのかも知れ

ません。

今では私が台所に立つのを見ると、何も言わず腕まくりをして、包丁を手にするエコエコS

さんが隣に居てくれます。

「介護」と間くと、周りの人たちからいつも「大変でしょう。」「偉いねえ」と声を掛けて頂き

ます。毎日、利用者様一人ひとりと接していると「昔はこんなこと流行つたんよ」「豆はね、こ

うやつて炊けば煮くずれしないよ」など、なるほどと思うことが日々 あります。

そして、なんといつても笑顔。スタッフと一緒になり冗談を言つたり、立ち上がり時などに

お手伝いさせて頂いたとき、ニコッと笑顔で「ありがとう」と言つて頂くと、こちらまで笑顔に

なります。

毎日小さなことですが、この積み重ねが「大変」や「偉い」などと思わずにいられるのです。

そして、毎日が良かつた!嬉しいに変わります。今日も皆様にお会いして笑顔と活力をもらつ

ています。

先日、「今は蛇□を捻れば水が出てくるけど、昔は井戸から手押しポンプで水を汲み上げ

ていて、これは大変だつた」と聞きました。ポンプを押していると手から血が出る事もあつた

そうです。

私は子供の頃に手押しポンプを使つたことがあり、少しの呼び水で押せば押すほど水が出

てくることに、まるで魔法のようだと祖父母の家に行くのが楽しみだつた記憶があります。

日頃、ご利用者さんからもつたいないからリビングの電気を消したら?とか、昼食に残つた

汁は足して夕食に使いなさいとが、キャベツや白菜の外側の部分を捨てようものなら…。

ああ思い出すだけで少し恐ろしいんですが。

この話を聞かなかつたら、蛇□を捻れば水が出てくる事を疑間に思わず、何不自由のな

い時代に産まれた事のありがたさに気づくこともなかったんでしょうね。これからは、苦労さ

れてきた諸先輩方の助言を素直に間いていくようにと強く感じました。

東 予
ぃ 米 ゃ

プロック

中予
ぃ 米 ゃ

プロック



みんなの運営推進

琉運

運営推進会議を通して考えるグループホームいしかわの災書対策

会議
」

おおむね2ヶ 月に1回開催することが義務付けられてぃる
運営推進会議ですが、そのデーマ(議題)や進め方に頭を悩
ませてぃるといぅ声をよく耳にします。そこで、運営推進会
議の内容やェ夫してぃることなどを皆さまから募り、紹介
させていただくことにいたしました。

しん

・

進

グループホームいしかわは、平成16年4月1日四国中央市の東

部に開設致しました。法皇山脈の北側麓にあり、桜や山菜、たけの

こ、栗など四季折々の自然を楽しみ、味わうことのできる穏やかな

雰囲気の事業所で曳

平成27年 8月には、共用型認知症通所介護事業所「デイサー

ビスいしかわ」を新たに開設しました。2ユニットのグループホーム

に6名のデイサービスのご利用者が加わることく より元気な施設
へと進化し、更に活気付いていま抗

では、平成28年度の運営推進会議の取り組みについてご紹介

しま曳 介護保険法改正により、今年度から認知症デイサービスも

6ヶ月に1回運営推進会議を開催することが義務付けられました。

当事業所は、2ヶ月毎のグループホームの運営推進会議と合同で

デイサービスの運営推進会議も開催しておりま抗

従来の内容は、認知症の事例検討やスライドを使用し、日常の

様子を紹介するなど管理者を中心に議題をその都度考えて取り

組んできました。今年度は、外部評価などでの助言を踏まえ、年間

を通して地域の方と災害対策について取り組むことにしました。地

震などの災害で被災したときに、「ライフラインが途切れる。法人の

災害対策本部が到着するまでにそれなりの時間を要する。その間

どうしたらよいのか。」そこで、ライフラインが途切れたときにどのよ

うに行動したらよいのか、法人主体の現存のマニュアルではなく、

災害時に施設や入居者を守ることができる事業所独自の災害対

策マニュアルを地域の方と一緒に作成していこうと考えました。

平成28年 度 運営推進会議

■Ettl=■推進委員のメンバーと現状の確認をしました。法人から

応援が到着するまでの取り組みについて考察しました。その後、実

際に事業所周辺を委員と歩き、土地や建物についての意見をお聞

きしました。地域を昔から知っている住民の方の意見は非常に参

考になりました。

財回に■グループホーム内の危険な箇所の確認をしました。何気

なく掛けていた壁のオブジェ等、視点を変えることにより危険な箇

所になることを認識することができました。また、災害時の食事や

排泄に関して地域の消防団や防災士の方々から助言を頂きました。

その中Ц 袋は使い方次第で万能になるということを学びました。

食器に被せて使えば洗い物を出さずにすみ、衛生的にも良い。場

合によっては保存も出来る。そして、袋

の中に使わなくなった尿とリパッドや

新聞紙などを入れると簡易トイレにな

る。塩素系の消毒をし、袋を閉じると二

次感染予防になるなど災害時は感染

症の発症 ・拡大の予防も必要だと再

認識しました。

□回に■開催前日に合風10号により他グループホームの被災が

取り上げられました。

この被災は、災害対策の必要性について改めて考える機会とな

りました。消防本部より出前講座をして頂き、仙台の地震による被

災について講義を受けました。より地域との密接な関係が必要と

感じました。これを契機に、地域の婦人会の防災会や小学校の防

災訓練に参加しました。これまでは、机に座っての話し合いが主で

したが、今必要なのは実際にこのグループホームから、入居者の皆

様が避難できるのかということが大事だと考え、次回の推進会議

は施設から避難する訓練をしようということに決まりました。

□回に■日中、地震により被災したという想定で避難訓練を実施

しました。入居者は参加せ或 職員と入居者に扮した委員(独歩2

名、車椅子1名、寝たきり1名)で実施しました。(事業所は2階建て

の2階にある)停電しエレベーターが作動しなくなったという想定

のもと訓練をしました。階段を使用して、車椅子や寝たきりの入居

者をいかに安全に避難できるか皆で知恵を出しながら進めました。

寝たきりの方は、毛布で身体を包みマットの上に乗って頂き、階段

の段差の上に敷いた畳マットの上を包みマットごとゆっくり滑り降

ろしました。これには、実際に体験された委員の方から「どこも痛く

ないし、スムーズだ」と好評でした。訓練の後には、カセットコンロ

でできる非常食を実際に作って食べました。

実際に訓練をすることにより、参加した職員に危機感が生まれ、

今後の課題も見えました。入居者を守るということと同時に職員も

また被災者である。職員の命も大切にしなければならないという

意見が印象に残りました。

地域の方の協力なしでは、これから

起こるかもしれない災害に立ち向かう

ことはできないと実感しました。また、

逆に私達が地域の力になること、相互

に密接な関係を築いていくことが必要

だと思います。

今後も運営推進会議を通じて、独自

の防災マニュ刀 レの作成を含め、実際の

災害時に落ち着いて対応できるように、

地域の方と共に考え、連携を深めてい

きたいと思います。

共用型認知症対応型通所介護デイサービス いしかわ 砥谷 彰



お

(新しいサービス評価のポイント)

●噺J用者本人にとってどうか」という視点で評価する

0ガ イドブックがなくても項目の意図やねらいがわかる

0評 価項目の達成度合いを記号化し並列して「見える

化Jする

0外 部評価として家族評価・地域評価を加えられた

0事 業所の概要が一目でわかるような開示方法にする

実施の詳細が分かりしだい、

当協会ホームページでも

情報提供を予定しています。

ィ=我 1攻

地域密着型サービス事業所職員
総合相談ホットラインのご案内

（一▼｛“コ
（
ヤげ
俺
〕げ

静 毒

グループホームのサービス評価が変わります

グループホームのサービス評価が制度化されて14年。

その間、サービスの質の確保・向上を図るツールとして活

用されてきましたが、その一方で、取り組みの意識格差や

形骸化、事業所の全体像や評価内容やその結果の分かり

にくさ等が課題としてあげられてきました。

当協会では、平成27年 度「グループホームにおける新

たなサービス評価モデル事業」を実施し、このモデル事業

で検討した新たなサービス評価モデル案は、愛援県地域

密着型サービス評価事業運営委員会で審議され、平成

29年度4月1日からこの案の方向で進めていくことが了承

されました。今年度はその試行期間として、準備していく

ことが求められます。

<相 談員>

特定社会保険労務士・メンタルヘルス対策促進委員

仙波 亮一 氏

介護の仕事は、利用者の生活に寄り添う仕事。人として成

長することもでき、他の仕事に代えがたい魅力がありま曳 し

かし一方で、介護特有の仕事や人間関係のストレス、体カヘ

の不安など、1歯みを抱えながら働いている人が多いのが実

情のようです。

そんな介護職のみなさんが日ごろ抱えている1凶みを少しで

も解決する糸口になればと、当ホットラインを開設いたしま

した。どんな些細なことでも、まずは話すこと、話を聴いても

らうことで気持ちが落ち着いたり、整理できたりします。どう

ぞ気軽にお電話ください。

また、介護職員のみなら或 事業所管理者の皆さんなどか

らのご相談も幅広く受付しま曳

,ヽ ,｀



三島の杜(四国中央市)

三島の杜(四国中央市)

■登録 定 員数 29名 *通 い定員数 18名 *宿 '自定員数 8名 ■登録 定 員数 25名 *通 い定員数 15名 *宿 ラ自定員数 9名

を目標に掲げ、地域に根

付いていきたいと思つて

います。

社会福祉法人 愛美会

〒799-0412

四国中央市上柏町202番地 1
TEL:0896-22-4477
FAX,0896-22-4456

平成27年6月に松山市三町の住宅街に開設しました。

お隣さん始め近所の方の利用が多いです。兄弟事業所から

異動した経験豊かなスタッフが多いで曳

祭りへの参加や介護相談の拠点として地域の方から認めら

れるような事業所作りに努めていま曳

お近くにお越しの際は是非一度見学下さい。お待ちしており

ます。

株式会社 響

〒790-0914

松山市三町三町3番23号
TEL:089-909-7517
FAXi089-909-7518

ななほし中川(西予市)

ゆう(鬼北町)

阿蔵の森(大洲市)

用定員数 29名

地域密着型介護老人福祉施設三島の社は、平成28年3月31

日に開設しました。「常に寄り添い、共に助け合い、笑顔で過

ごす」の運営理念のもと、利用者の方一人ひとりの思いに寄

り添い、笑顔を絶やさ伏 その人らしい穏やかな生活が送れ

るよう努めています。また、施設の夏祭りや介護予防教室等、

地域の方と関わる機会を定期的に設け、地域に根差した施

設となるようこれからも

取り組んでいきたいと思

います。                  _

社会福祉法人 愛美会

〒799-0412

四国中央市上柏町202番地 1

TELi0896-22-4455

FAX:0896-22-4456

小規模多機能歩風里は「通いJ「泊り」「訪問Jこれらの三つの

サービスをお一人お一人に応じて適切に柔軟に組み合わせ

ることが出来ます。木の香りのする憩いと癒しの空間つくり。

是非この木造の良さを味わつて頂きたい。個室は畳を使用し

ており、自宅のお茶の間続きの感覚で通い、旅行気分で泊り

を利用して頂きたいです。「ひとりひとりを住み慣れた地域で

支え続ける」の理念のもとにスタッフー同取り組んでおりま曳

お気軽にお問い合わせく

０

跡

0=町 (松山市)

0歩 風里(松山市)

0ミネルワ(松山市)

デイサービスセンター 三島の杜は、定員12名の認知症対応

型通所介護で抗 ご利用者が安心して「自分らしさ」を表現で

きる生活環境や人間関係を作つていけるように努めていま抗

自分に自信を取り戻し、笑顔いつぱいになれるように料理や

外出を中心に支援を行つていま曳 認知症になつてもその人

らしい生活が継続できるように、専門的なケアと温かい支援

有限会社 エディア

〒791-8031

山ヽ市北斎院町4024



■2ユ ニット 入 居定員数 18人

グループホームミネルワは、平成26年3月にオープンしたグ

ループホームです。「寄り添い。耳を傾け」望む生活ができるよう

適切なサービスを心がけ、日々 豊かな生活を支援していま曳

また、関連施設である渡辺病院や老人保健施設ミネルワと連携

をとりながらリハビリ等の実施もしておりま曳

入居者の方にとつて、第二の我が家として安心して過ごしてい

ただけるようにケアを行つて

おります。

医療法人ミネルワ会

〒791-8025

松山市衣山5丁目717番地1
TEL:089-922-1119
FAX:089-922-1022

「利用者様は我が父母なり」の社訓のもと平成16年にグループホー

ムを開設いたしました。緑豊かな鬼北町の中心に位置し、グループ

ホームの横には小学校が隣接し、毎日子供たちの声を聴きながら生

活していま抗交流授業や運動会、マラソン大会の応援など小学生と

の交流は利用者様の楽しみとなつていま曳グループホームの中庭

で採れた四季折 の々野菜で利用者様と職員が一緒に作つた食事も

楽しまれていま抗また、野外活動として芋掘りをしたりそうめん流し

に行つたりと季節ごとの行事や

地域での交流も充実していま曳

有限会社 介護サービスゆう

〒798-1351

北宇和郡鬼北町奈良3768番3
TEL:0895-45-0638

FAX:0895-45-0917

利用者・ご家族様を第一に「あんしんして楽しく過ごせる」

をモットーに、真心を込めたサービスの提供を行つています。

小規模ならではの密な関わりを大切にし、ほつとする安心

感・家族のような温もりを一人でも多くの利用者様やご家族

様に感じて頂きながらご利用して頂きたいと考えておりま曳

近くに来られた際は、ぜひお気軽にお立ち寄り下さいませ。

社会福祉法人

西予総合福祉会

T797-0032

西予市宇和町田苗真±1994-1
TEL:0894-62-7714
FAXi0894-62-7715

E2ユ ニット 入 居定員数 18名

春には桜、秋には紅葉、移りゆく季節を楽しみながら、スタッ

フと利用者様が手を取り合い、楽しく生活しています。お一人

おひとりの毎日の暮らしをお手伝いしながら、スタッフも日々

成長させて頂いており、明るく!楽しく!利用者様と共に一日
一日を大切にしていま曳

「あたたかい手 明 るい笑顔 や すらぎの空間」の理念のも

と、今後も施設運営に精

進してまいりま抗

特定非営利活動法人
アクティブボランティアセンター阿蔵の森

T795-0025

大洲市阿蔵甲1961番地4
TEL:0893-59-0777

FAX:0893-59-0777

■2ユニット 入 居定員数 18名

グループホーム風花  丸 山 美 佳

今回は、柴犬の『華ちゃん』の(♀)紹介で曳

グループホーム風花のアイドル&癒 し犬の華ちゃんが風花

にやって来て早12年 。

ご利用者の皆さんの中には、入居以前犬を飼っていらっ

しゃった方も多く、それぞれ愛犬だった犬の名前で呼びか

けます。(とんちゃん。メリ
ーちゃん・シロちゃん等)それでも

いつも、ご利用者の傍にそっと寄り添い、皆さんを元気づ

け和ましてくれる、とてもかしこいワンちゃんです。

時には、ご利用者の外出にも同行!!

華ちゃんが何より好きなのは、車の助手席から(我先に1と

乗り込みます)外を眺めつつ、季節の風にあたる事。その横

顔はすっかりおばあちゃんですが、いつまでも元気でご利

用者を癒し続けて欲しいと思っています。

事業所で「大切にしている動物」、
「思い入れのある物」との心温ま
るエピツードを募集しています。ぜ
ひ紹介したいと希望される事業所
は、事務局までご連絡ください。



利酪1冊
「無意識はいつも君に語りかける」

須 藤 !元気 くマガジンAウ ス>

くこの本の推薦者>

理事伊藤 浩明

私のモットーは、「何事にも前向きに」「プラス思考、マイナ

スに考えない」です。まだまだ、十分ではありませんが、自

分自身から発する言葉・態度でプラスの力を与えられるよ

うに心がけています。

須藤さんが書く本に出会ったのは、私が学生の頃でした。

どの本も、前向きでプラス思考。共感できる内容が多く、

自分自身に取り入れていきたい内容ばかりでした。

私はこの本を読むときにランダムにページを開き、その部

分を読み、そこから今の自分へのメッセージとして受け取っています。本は1度読んだら終わりではなく、いつ何度読んでも、そ

の時々で与えてくれるメッセージが違いま曳 この本を手に取り、最初から読むのも良し、ランダムにページを開いて読むのも良

し、そこに書かれたメッセージが今のあなたへ、呼びかけてくれま曳

&

ィ■|ヽ すま  ギ ■ 、Rす ‐ 手r_  畦 と ヽ ・ ―

音にタイムスリップできる場所です。

この山里に残る庄屋屋敷T土居家Jは、江戸時代の後期白文政10年 の建築と伝えられています。

母屋(本宅)は、この地方の生活様式と軸組み建設工法を伝える貴重な歴史通産として、町の有

形文化財に指定されています。『茅葺き木造民家Jとしては四国最大級の規模と歴史を持ち、

180年 余りの歳月を経た今もなお、訪れる人に感動

と郷愁の想いを与え続けていま坑

室内見学の他、離れでの民宿もできるので、ゆっくり

と流れる時間に包まれて癒されて下さい。

く連 絡 先>愛 媛県西予市野村町惣川1290番地

 `   TEL 0894(76)0636
く営業時間>9:00～ 17i00
く休 業 日>月 曜日(祝日及び振替休日にあたるときはその翌日)

年末年始(12/29～]/3)

館 料>無 料

用 料>1人 400円 (4時間以内)※大学生以上

車 場>あ り(無料)約20台

泊>明 治時代に建てられた茶室風「離れ」
一日一組限定(要予約)
※詳しくはお問い合せください。

や、卜苺  ヽヽ■1せよW｀ 1式

入
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く交 通 >西 予宇和インターより車で70分

内子五十崎インターより車で60分

卯之町駅からバスで30分

野村駅下車からバスで60分

天神駅下車から徒歩で5分

隔目
新年あけましておめでとうございます。今号の「ほっと∪笑媛」では、研修方法の充実を図つた相互研修、グループホームの更なる質

向上を図ることを目的としたGネット開催のご報告など、新たな協会活動もご紹介しましたがいかがだったでしょうか。なお、相互研

修については別冊の報告書もありますので、ご覧いただくとともに来年度のご参カロをお待ちしています。今後も会員の皆様のお役

に立てる様々な情報の発信に取り組んでいきたいと思つていますので、これからもご支援よろしくお願いします。(広報委員一同)

「離れ」

静ン |

。 □団


